〔第２面〕

第11号様式（第７条の２関係）（用紙　日本産業規格Ａ４縦長型）
〔第１面〕
特別免許状授与推薦書
                                                                     令和  　  年　　月　　日

　神奈川県教育委員会殿

推薦者　
　　　　　　　　　印　　
  
次のとおり特別免許状の授与について推薦します。
	申請免許状の種類
	教諭特別免許状
	教科等
	

	任用（雇用）期間
	令和　　年　　月　　日～令和　　年　　月　　日

	採用予定校名
	
	校 長 名
	

	所在地
	
	電話番号
	

	ふりがな
	
	生年月日
	年　　月　　日 

	氏名
	
	年齢
	　　 歳 

	旧姓又は通称名
（併記希望）
	ふりがな
	
	ふりがな
	

	
	旧姓
	
	通称名
	

	本籍地
	　　　　　　　　　　　　都・道・府・県

	最終学校名
	

	卒業年月日
	　　　　　　　　年　　月　　日

	主な職歴
	期　　　　　　　間
	名　称　及　び　職

	
	　 年 　月～ 　年 　月
	

	
	　 年 　月～ 　年 　月
	

	
	　 年 　月～ 　年 　月
	

	
	　 年 　月～ 　年 　月
	



	[bookmark: _GoBack]申請しようとする免許状に係る資格又は技能等の状況
	
	取得年月日
	年　月　日

	申請しようとする教科の状況
	週総時間数
	免許状所有者数
	免許状所有者の
担当週時間数
	申請者の担当
週時間数

	
	時間
	人
	時間
	時間

	申請の理由
	（学校教育の効果的な実施に特に必要があると認める理由）
※　「授与予定者を配置することにより実現しようとしている教育内容」及び「授与予定者に対し、特別免許状を授与する必要性があること」がわかるよう記載してください。

	
	

	
	（担当する教科に関する専門的な知識経験又は技能の状況）
※次のいずれかに該当することがわかるように記載してください。
ア「学校教育法第１条に規定する学校等における教科に関する授業に携わった経験が、最低１学期間以上にわたること。」
イ「教科に関する専門分野に関する勤務経験等（営利企業やその他法人（社団法人、財団法人、NPO法人等）、外国にある教育施設等におけるもの）が、概ね３年以上あること」
ウ　「『特別免許状の授与及び活用等に関する指針（令和６年５月８日一部改訂文部科学省総合教育政策局教育人材政策課）』第３章第１節第１項の（例）に掲げる状況等を踏まえつつ、優れた知識経験等を有することが確認できること」

	
	

	
	（教員の職務を行うのに必要な熱意と識見の状況）

	
	

	その他の参考事項
	※　「研修計画の立案、実施」、「学習指導要領等の共通理解のための体制」について記載してください。

	
	


※　欄が足らない場合は、別紙に記載してもかまいません。
　備考　推薦者は、上記の者を、教育職員に任命し、又は雇用しようとする者を記入してください。

